
 

 

 

図 1．トドの mt-DNA 変異にもとづく地域個体群間

の遺伝的類縁関係（北海道とオホーツク海北部、

千島列島が比較的近い関係にある） 

図 3．猿払村で捕獲された 4 頭のトドの追跡図 図 5．ロシア調査で体側に標識された新生子 
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図 4．サハリン州チュレニー島における新生子数の変化

既報に 2009 年度の調査結果を追加 
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図 2．アジア地域の繁殖場と上陸場の分布 

来遊個体の起源となる繁殖場を A～G で示す 
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